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『
悦
目
抄
』
三
本
に
お
け
る
仮
名
文
字
遣
い
の
実
態

―
〈
ホ
〉
〈
ン
〉
〈
ケ
〉
に
つ
い
て

―

佐

々

木

勇

〇
、
問
題
の
所
在
と
本
稿
の
目
的

日
本
に
お
け
る
仮
名
に
は
、
平
安
初
期
以
来
、
同
一
音
節
を
示
す
複
数
の
字
体

が
存
在
し
た
。

そ
の
た
め
、
そ
れ
ら
の
仮
名
字
体
間
に
、
何
ら
か
の
用
法
差
が
存
し
た
、
と
考

え
た
く
な
る
。

し
か
し
、
同
一
目
的
の
道
具
に
複
数
種
が
有
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
ら
に
使

い
分
け
が
存
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
例
は
、
枚
挙
に
暇
が
無
い
。
た
と
え
ば
、

漢
字
の
異
体
字
は
、
同
一
時
代
・
同
一
地
域
に
お
い
て
、
異
体
字
同
士
が
何
ら
か

の
使
い
分
け
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。

仮
名
の
場
合
も
、
語
頭
の
「
志
」
と
非
語
頭
の
「
し
」
の
よ
う
に
、
時
代
・
文

体
を
越
え
て
、
あ
る
程
度
広
が
り
の
あ
る
使
い
分
け
が
実
践
さ
れ
た
二
字
体
が
存

す
る
。
だ
が
、
こ
の
音
節
〈
シ
〉
（
以
下
、
〈

〉
内
に
片
仮
名
で
、
濁
音
節
を

（
１
）

含
め
た
当
該
音
節
を
示
す
）
の
両
仮
名
字
体
と
て
、
語
頭
「
志
」
・
非
語
頭
「
し
」

と
し
て
使
用
し
て
い
な
い
文
献
も
多
い
。

そ
の
た
め
、
多
く
の
仮
名
文
字
遣
い
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
個
々
の

文
献
を
越
え
た
仮
名
文
字
遣
い
の
意
図
的
な
実
践
が
な
さ
れ
た
も
の
か
否
か
は
、

不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

そ
の
中
、
注
（
１
）
土
肥

2019

が
、
亀
井
本
『
新
撰
仮
名
文
字
遣
』
江
戸
時

代
初
期
写
本
の
仮
名
文
字
遣
い
に
関
す
る
記
述
と
、
同
書
中
の
仮
名
の
用
法
と
の

一
致
を
指
摘
し
た
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
。
『
新
撰
仮
名
文
字
遣
』
の
江
戸
時
代

初
期
書
写
時
に
、
異
体
仮
名
の
使
い
分
け
法
を
記
し
、
そ
の
と
お
り
に
実
践
し
た

実
例
が
得
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
よ
り
古
い
文
献
に
お
け
る
仮
名
文
字
遣
い
に
関
す
る
記
述
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
当
該
文
献
内
部
で
、
そ
の
仮
名
文
字
遣
い
法
が
実
践
さ
れ

て
い
る
か
否
か
を
、
調
査
す
る
こ
と
で
あ
る
。

一
、
対
象
文
献
と
対
象
文
献
に
お
け
る
仮
名
文
字
遣
い
の
記
述

１
．
対
象
文
献

現
在
の
と
こ
ろ
、
最
古
の
仮
名
文
字
遣
い
書
は
、
『
和
歌
三
重
之
大
事
』
で
あ

り
、
そ
の
記
述
が
鎌
倉
中
期
に
『
悦
目
抄
』
へ
と
発
展
し
、
そ
れ
を
要
約
し
て
『
和

歌
大
綱
』
が
で
き
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）

最
古
と
さ
れ
る
『
和
歌
三
重
之
大
事
』
は
、
仮
名
文
字
遣
い
の
記
述
が
未
整
備

で
あ
る
上
、
江
戸
時
代
以
降
の
写
本
し
か
現
存
し
な
い
。
ま
た
、
『
和
歌
大
綱
』

の
成
立
は
、
『
悦
目
抄
』
に
遅
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
の
対
象
文
献
と
し
て
、
成
立
が
比
較
的
早
く
、
比
較
的
古
い
写

本
も
残
る
『
悦
目
抄
』
を
選
ぶ
。

『
悦
目
抄
』
諸
本
の
中
か
ら
、
現
存
最
古
の
『
悦
目
抄
』
写
本
と
考
え
ら
れ
る
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①
書
陵
部
蔵
室
町
中
期
写
本
（

函

号)

、
ほ
ぼ
同
期
の
②
内
閣
文
庫
蔵
室
町

150

734

時
代
写
本
（
特

102-0011

）
、
お
よ
び
亀
井
本
『
新
撰
仮
名
文
字
遣
』
の
書
写
と

同
期
の
③
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
刊
本
の
三
本
を
選
ぶ
。

（
３
）

２
．
対
象
文
献
に
お
け
る
仮
名
文
字
遣
い
の
記
述

左
に
、
①
書
陵
部
蔵
室
町
中
期
写
本
『
悦
目
抄
』
（

函

号)

の
仮
名
文
字

150

734

遣
い
に
関
す
る
記
述
を
抜
き
出
す
。
な
お
、
当
該
条
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
合
点

付
き
の
仮
名
を
「

」
で
括
り
、
改
行
・
空
白
を
私
に
入
れ
る
。
ま
た
、
字
体
を

区
別
す
る
た
め
に
、
仮
名
の
字
母
に
戻
す
場
合
が
あ
る
（
『
悦
目
抄
』
諸
本
に
お

け
る
仮
名
文
字
遣
い
の
記
述
に
関
す
る
異
同
の
詳
細
は
、
注
（
３
）
斎
藤

2015

を
参
照
願
い
た
い
）
。

上
に
か
く
「
い
」

下
に
書
「
ひ
」

口
合
に
書
「
ゐ
」

上
に
か
く
「
わ
」

下
に
書
「
ハ
」

上
に
か
く
「
於
」

下
に
か
く
「
を
」

上
に
か
く
「
う
」

下
に
書
「
ふ
」

上
に
書
「
江
」

下
に
書
「
へ
」

口
合
に
書
「
ゑ
」

是
等
は
を
の
か
し
や
う
に
よ
ら
は
い
つ
く
に
も
あ
れ
く
る
し
か
ら
す

右
は
、
「
己
が
仕
様
」
で
「
い
づ
く
に
も
あ
れ
苦
し
か
ら
ず
」
と
い
う
。
い
ず

（
４
）

れ
も
、
ハ
行
転
呼
音
・
ア
行･

ワ
行
の/o/･/w

o/

、
ア
行･

ヤ
行
・
ワ
行
の/e/･/ye/･

/w
e/

と
い
う
、
鎌
倉
時
代
末
ま
で
に
生
じ
た
音
韻
変
化
に
関
わ
る
。
「
江
」
以
外

は
「
い
ろ
は
歌
」
に
そ
れ
ぞ
れ
別
の
仮
名
が
あ
り
、
ヤ
行
「
江
」
も
ア
行
「
衣
」

と
別
音
を
示
す
仮
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
た
め
、
現
在
の
研
究
で
は
、

こ
れ
ら
の
区
別
を
「
仮
名
遣
い
」
と
呼
ぶ
。

こ
れ
に
、
左
の
、
「
大
方
書
た
か
へ
て
あ
し
か
る
へ
き
か
な
の
事
」
が
続
く
。

（
５
）

上
に
不
書
「
こ
」

下
に
不
書
「
古
」

又
上
下
を
不
嫌
書
事
も
ア
リ

上
下
を
わ
か
す
可
書
「
に
・
尓
」

下
に
不
書
「
本
」

上
下
を
不
分
可
書
「
ほ
」

上
下
不
書
「
邊
」

上
下
を
不
分
可
書
「
へ
」

上
下
に
不
書
「
登
」

上
下
を
不
分
可
書
「
と
」

下
に
不
書
「
か
」

上
下
不
分
可
書
「
も
」

下
に
不
書
「
た
」

上
下
を
不
分
可
書
「
堂
・
多
」

下
に
不
書
「
所
」

上
下
不
分
可
書
「
曽
」

下
に
不
書
「
つ
」

上
下
を
不
分
「
徒
・
川
」

下
に
不
書
「
な
」

上
下
を
不
分
「
奈
・
那
」

上
に
不
書
「
ん
」

下
に
不
書
「
む
」

上
に
書
「
け
」

上
下
を
不
分
「
遣
・
介
」

下
に
不
書
「
希
」

上
下
を
不
分
「
ふ
」

上
に
不
書
「
く
」

上
下
を
不
分
「
て
」

下
に
不
書
「
阿
」

上
下
不
分
「
あ
」

上
に
不
書
「
佐
」

上
下
不
分
「
さ
」

上
に
不
書
「
見
」

下
に
か
ヽ
ぬ
「
み
」

上
下
不
分
「
新
・
し
」

上
に
か
ヽ
ぬ
「
毛
」

右
は
、
「
い
ろ
は
歌
」
に
一
種
し
か
な
い
仮
名
に
お
け
る
、
別
字
体
の
仮
名
の

組
を
問
題
と
し
て
お
り
、
現
在
の
研
究
で
は
「
仮
名
文
字
遣
い
」
と
呼
称
さ
れ
る
。

二
、
研
究
の
方
法

右
に
引
用
し
た
ご
と
く
、『
悦
目
抄
』
で
は
、「
書
た
か
へ
」
の
具
体
例
が
、「
上

に
不
書
（
か
ヽ
ぬ
）
」
「
下
に
不
書
（
か
ヽ
ぬ
）
」
、
と
否
定
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る

の
を
原
則
と
す
る
。
た
と
え
ば
、
最
初
の
「
上
に
不
書
「
こ
」
」
は
、
「
こ
」
を
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「
上
」
に
書
く
と
「
書
か
た
へ
」
に
な
る
、
と
読
む
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
〈
コ
〉
の
場
合
は
、
「
又
上
下
を
不
嫌
書
事
も
ア
リ
」
の
一
文
が
添
え
ら
れ

て
い
る
。

本
稿
で
は
、
「
又
上
下
を
不
嫌
書
事
も
ア
リ
」
の
如
き
但
し
書
き
が
無
い
最
初

の
〈
ホ
〉
、
「
不
書
」
と
言
い
切
る
〈
ン
〉
、
否
定
形
で
な
く
唯
一
「
上
に
書
」
と

さ
れ
る
〈
ケ
〉
の
三
音
節
に
つ
い
て
、
『
悦
目
抄
』
三
本
の
仮
名
文
字
遣
い
の
実

態
を
見
る
。
こ
れ
ら
三
音
節
を
示
す
仮
名
は
、
亀
井
本
『
新
撰
仮
名
文
字
遣
』
に

「
上
」
「
下
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
、
こ
れ
ら
を
採
り
上
げ

る
理
由
で
あ
る
。

た
だ
し
、
③
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
刊
本
（
二
ウ
・
三
オ
）
で
は
、
〈
ホ
〉

に
つ
い
て
、

と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
ほ
」
両
字
形
が
③
刊
本
内
で
右
の
「
上
」
「
下
」
の

基
準
で
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
両
字
形
を
合

わ
せ
て
も
、
全

例
で
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
③
『
悦
目
抄
』
刊

18

本
に
つ
い
て
も
、
①
②
写
本
と
同
じ
く
、「
本
」
と
右
両
字
形
を
合
わ
せ
た
「
ほ
」

と
の
差
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

以
下
、
『
悦
目
抄
』
三
本
に
お
け
る
、
〈
ホ
〉
〈
ン
〉
〈
ケ
〉
に
宛
て
ら
れ
る
全

仮
名
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
を
「
上
」
「
下
」
の
別
に
分
け
、
『
悦
目
抄
』
に
記
さ

れ
て
い
る
仮
名
文
字
遣
い
法
と
一
致
す
る
も
の
か
否
か
を
調
査
す
る
。

な
お
、
本
書
に
お
け
る
「
上
」
「
下
」
の
意
味
は
未
詳
で
あ
る
も
の
の
、
先
行

研
究
に
従
い
、
「
語
句
頭
」
「
非
語
句
頭
」
と
し
て
整
理
す
る
。

三
、
『
悦
目
抄
』
諸
本
に
お
け
る
仮
名
文
字
遣
い
の
実
態

１
．
下
に
不
書
「
本
」
、
上
下
を
不
分
可
書
「
ほ
」

ま
ず
、
下
に
不
書
「
本
」
・
上
下
を
不
分
可
書
「
ほ
」
に
つ
い
て
、
『
悦
目
抄
』

に
お
け
る
実
態
を
見
る
。

（
６
）

一
語
の
認
定
は
、
『
日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』
に
依
る
。
た
だ
し
、
付
属

語
は
、
直
前
の
自
立
語
と
と
も
に
一
語
句
（
非
語
句
頭
例
）
と
し
て
採
る

（
以

（
７
）

下
、
同
じ
）
。

①
書
陵
部
蔵
室
町
中
期
写
本
（

函

号)

150

734

表
１

語
句
頭

非
語
句
頭

計

本

３
例

例

例

35

38

ほ

９
例

例

例

30

39

計

例

例

例

12

65

77

右
の
と
お
り
、
〈
ホ
〉
の
語
句
頭
例
は
、
非
語
句
頭
例
の
１
／
６
程
度
で
し
か

な
い
。
そ
れ
を
考
慮
し
て
も
、「
本
」
は
非
語
句
頭
に
偏
る
（
「
お
本
え
」（
覚
え
）

・
「
お
本
か
た
」
（
大
方
）
・
「
お
本
き
な
る
」
（
大
な
る
）
・
「
お
本
し
」
（
多
し
）
・

「
し
本
る
」
（
萎
）
・
「
お
本
め
き
」
（
お
ぼ
め
く
）
・
「
き
か
ま
本
し
き
」
（
聞
か
ま

ほ
し
き
）
な
ど
）
。
よ
っ
て
、
「
下
に
不
書
「
本
」
」
に
は
合
わ
な
い
。

一
方
、「
ほ
」
は
、「
本
」
よ
り
語
句
頭
例
が
多
く
、「
上
下
を
不
分
可
書
「
ほ
」
」

と
言
っ
て
も
良
い
。

②
内
閣
文
庫
蔵
室
町
時
代
写
本
（
特102-0011

）

表
２

語
句
頭

非
語
句
頭

計

本

例

例

例

14

14

28

ほ

３
例

例

例

35

38

計

例

例

例

17

49

66
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本
資
料
で
は
、
〈
ホ
〉
の
語
句
頭
例
は
、
非
語
句
頭
例
の
１
／
３
程
度
で
し
か

な
い
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
「
本
」
は
、
語
句
頭
例
と
非
語
句
頭
例
と
が
同
数

で
あ
り
、
「
上
」
に
占
め
る
割
合
が
高
い
。
よ
っ
て
、
「
下
に
不
書
「
本
」
」
と
は

言
え
な
い
も
の
の
、
『
悦
目
抄
』
の
仮
名
文
字
遣
い
に
つ
い
て
の
記
述
に
近
い
。

一
方
の
「
ほ
」
は
、

例
中

例
が
非
語
句
頭
例
で
あ
っ
て
、
「
上
下
を
不
分

38

35

可
書
「
ほ
」
」
の
記
述
に
合
致
し
な
い
。

よ
っ
て
、
こ
の
②
写
本
も
、
『
悦
目
抄
』
の
仮
名
文
字
遣
い
に
関
す
る
記
述
に

完
全
に
は
合
わ
な
い
。

③
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
刊
本

表
３

語
句
頭

非
語
句
頭

計

本

例

例

例

15

70

85

ほ

例

６
例

例

12

18

計

例

例

例

27

76

103

本
資
料
は
、
〈
ホ
〉
の
語
句
頭
例
は
、
非
語
句
頭
例
の
１
／
３
弱
で
あ
る
。

正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
刊
本
で
は
、
「
本
」
の
使
用
例
が
仮
名
〈
ホ
〉
の
八

割
を
占
め
る
。
そ
の
「
本
」
の
八
割
は
、
非
語
句
頭
で
あ
る
た
め
、
「
下
に
不
書

「
本
」
」
の
記
述
に
合
わ
な
い
。

「
ほ
」
は
、
語
句
頭
に
お
け
る
使
用
例
の
方
が
多
い
。
〈
ホ
〉
の
語
句
頭
に
お

け
る
割
合
を
勘
案
す
る
と
、
「
上
下
を
不
分
可
書
」
よ
り
は
、
「
下
に
不
書
」
に

近
い
。

以
上
、
『
悦
目
抄
』
三
本
に
お
け
る
異
体
仮
名
の
使
用
実
態
は
、
『
悦
目
抄
』

の
「
下
に
不
書
「
本
」

上
下
を
不
分
可
書
「
ほ
」
」
の
記
述
に
沿
わ
な
い
。
そ

の
記
述
と
の
ず
れ
方
も
、
三
本
三
様
で
あ
る
。

先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
他
文
献
で
の
実
態
も
、
資
料
ご
と
に
異
な
る
。

俊
成
の
昭
和
切
本
『
古
今
和
歌
集
』
で
は
、
「
本
」
は
「
語
頭

例
、
非
語
頭

80

例
」
で
あ
る
と
い
う
。
俊
成
の
顕
広
切
本
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
も
、「
本
」

（
８
）

53は
語
頭
５
例
、
非
語
頭
３
例
で
あ
り
、
「
位
置
を
選
ば
な
い
仮
名
」
で
あ
る
、
と

さ
れ
る
。

（
９
）

一
方
の
「
ほ
」
は
、
非
語
句
頭
に
偏
る
、
と
い
う
指
摘
が
有
る
。
こ
れ
は
、「
ほ
」

（
１
０
）

が
「
な
ほ
」
「
お
ほ
し
」
な
ど
へ
の
偏
り
を
見
せ
て
使
用
さ
れ
る
仮
名
字
体
で
あ

る
こ
と
が
主
た
る
要
因
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
悦
目
抄
』
の
「
下
に
不
書
「
本
」

上
下
を
不
分
可
書
「
ほ
」
」

の
記
述
に
一
致
す
る
現
存
文
献
は
、
い
ま
だ
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。

２
．
上
に
不
書
「
ん
」
、
下
に
不
書
「
む
」

次
に
、
「
不
書
」
と
言
い
切
る
「
上
に
不
書
「
ん
」

下
に
不
書
「
む
」
」
の

「
ん
」
―
「
む
」
の
仮
名
の
実
態
を
見
る
。

「
上
に
不
書
「
ん
」

下
に
不
書
「
む
」
」
と
は
、
「
上
」
に
は
「
む
」
を
書

き
、
「
下
」
に
は
「
ん
」
を
書
く
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

『
悦
目
抄
』
諸
本
に
お
い
て
、
「
下
」
（
非
語
句
頭
）
に
書
く
「
ん
」
は
、
助

動
詞
・
助
詞
「
む
・
ら
む
・
け
む
・
な
む
」
を
「
ん
・
ら
ん
・
け
ん
・
な
ん
」
と

表
記
し
た
も
の
と
、
漢
語
「
え
ん
（
艶
）
」
「
え
ん
（
縁
）
」
「
せ
ん
（
詮
）
」
「
そ

ん
（
損
）
」
「
さ
う
も
ん
か
（
相
聞
歌
）
」
な
ど
に
お
け
る
漢
字
音
韻
尾
ｍ
・
ｎ
で

の
使
用
例
、
お
よ
び
「
お
も
ん
は
か
り
」
「
な
ん
ら
」
な
ど
の
付
属
語
以
外
の
い

わ
ゆ
る
音
便
部
分
し
か
無
い
。

（
１
１
）

よ
っ
て
、
本
項
で
は
、
付
属
語
「
む
・
ら
む
・
け
む
・
な
む
」
と
漢
語
音
韻
尾

の
仮
名
表
記
例
に
限
り
、
三
本
の
実
態
を
見
る
。
撥
音
便
は
、
用
例
が
少
な
い
た

め
、
対
象
外
と
す
る
。

①
書
陵
部
蔵
室
町
中
期
写
本
（

函

号
）

150

734
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Ａ
．
付
属
語
「
む
・
ら
む
・
け
む
・
な
む
」

「
む
」
の
例

例
22

「
ん
」
の
例

例
122

Ｂ
．
漢
字
音
韻
尾
ｍ
・
ｎ

「
む
」
の
例

０
例

「
ん
」
の
例

例
27

②
内
閣
文
庫
蔵
室
町
時
代
写
本
（
特102-0011

）

Ａ
．
付
属
語
「
む
・
ら
む
・
け
む
・
な
む
」

「
む
」
の
例

例
48

「
ん
」
の
例

例
92

Ｂ
．
漢
字
音
韻
尾
ｍ
・
ｎ

「
む
」
の
例

１
例

「
ん
」
の
例

例
23

③
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
刊
本

Ａ
．
付
属
語
「
む
・
ら
む
・
け
む
・
な
む
」

「
む
」
の
例

２
例

「
ん
」
の
例

例
138

Ｂ
．
漢
字
音
韻
尾
ｍ
・
ｎ

「
む
」
の
例

１
例

「
ん
」
の
例

例
49

右
の
と
お
り
、
資
料
①
②
で
は
付
属
語
「
む
・
ら
む
・
け
む
・
な
む
」
を
「
む
」

で
表
記
す
る
例
が
一
定
数
存
し
、
「
下
に
不
書
「
む
」
」
は
、
完
全
に
は
実
行
さ

れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
③
正
保
二
年
版
本
で
は
、
二
例
以
外
、
「
む
・
ら
む
・
け
む
・
な

む
」
を
「
ん
」
と
す
る
。
例
外
二
例
中
の
一
例
は
、
廻
文
歌
「
む
ら
草
に
草
の
名

は
も
し
そ
な
は
ら
は
／
な
そ
し
も
は
な
の
さ
く
に
さ
く
ら
む
」
（
三
二
オ

）
の

11

最
後
の
一
文
字
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
ら
ん
」
と
し
て
は
、
廻
文
歌
と
な
ら
な
い
た

め
の
異
例
で
あ
る
。
（
も
う
一
例
は
、
「
あ
て
ヽ
み
む
に
は
」
（
十
ウ
６
）
。
）

字
音
韻
尾
ｍ
・
ｎ
の
仮
名
表
記
は
、
資
料
①
か
ら
「
ん
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。

（
１
２
）

本
項
で
は
、
①
②
の
室
町
期
写
本
は
、
『
悦
目
抄
』
内
の
仮
名
文
字
遣
い
に
つ

い
て
の
記
述
と
実
際
の
仮
名
文
字
遣
い
と
が
一
致
し
て
い
な
い
。
後
の
③
正
保
二

年
刊
本
は
、
こ
の
記
述
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
表
記
と
な
っ
て
い
る
。

３
．
上
に
書
「
け
」
、
上
下
を
不
分
「
遣
・
介
」
、
下
に
不
書
「
希
」
、
「
気
」

最
後
に
、
唯
一
否
定
形
で
な
く
、
「
上
に
書
」
と
さ
れ
る
「
け
」
の
仮
名
に
つ

い
て
、
『
悦
目
抄
』
三
本
に
お
け
る
書
写
の
実
態
を
見
る
。
「
上
下
を
不
分
「
遣

・
介
」
」
、
「
下
に
不
書
「
希
」
」
、
注
記
の
無
い
「
気
」
の
仮
名
の
実
態
と
対
比
さ

せ
る
こ
と
と
す
る
。

た
だ
し
、
〈
ケ
〉
は
、
助
動
詞
「
け
り
」
「
け
む
」
の
例
が
大
き
な
割
合
を
占

め
る
。
そ
こ
で
、
本
項
で
は
、
検
討
対
象
を
自
立
語
に
限
定
す
る
。

（
１
３
）

結
果
は
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

①
書
陵
部
蔵
室
町
中
期
写
本
（

函

号)

自
立
語
の
み

150

734

表
４

語
句
頭

非
語
句
頭

計

け

４
例

例

例

10

14

遣

５
例

例

例

23

28

介

３
例

例

例

39

42

希

２
例

例

例

14

16

気

４
例

５
例

９
例

計

例

例

例

18

91

109
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②
内
閣
文
庫
蔵
室
町
時
代
写
本
（
特102-0011

）
自
立
語
の
み

表
５

語
句
頭

非
語
句
頭

計

け

２
例

例

例

54

56

遣

１
例

２
例

３
例

介

１
例

７
例

８
例

希

１
例

例

例

21

22

気

例

例

例

12

14

26

計

例

例

例

17

98

115

③
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
刊
本

自
立
語
の
み

表
６

語
句
頭

非
語
句
頭

計

け

６
例

例

例

32

38

遣

２
例

例

例

36

38

介

例

例

例

13

23

36

希

０
例

３
例

３
例

気

１
例

０
例

１
例

計

例

例

例

22

94

116

右
の
通
り
、
『
悦
目
抄
』
全
体
を
通
じ
て
、
音
節
〈
ケ
〉
を
語
句
頭
に
用
い
る

こ
と
は
少
数
で
あ
る
。
三
本
の
合
計
で
、
語
句
頭:

全

、
非
語
句
頭:

全

で
あ

57

283

り
、
付
属
語
を
除
外
し
て
も
、
語
句
頭
例
は
、
非
語
句
頭
例
の
１
／
５
程
度
で
し

か
な
い
。

こ
れ
を
前
提
に
右
表
の
数
を
見
る
と
、
語
句
頭
１
：
非
語
句
頭
５
の
比
を
超
え

て
語
句
頭
例
が
多
い
の
は
、
①
「
け
」
「
気
」
、
②
「
気
」
、
③
「
介
」
「
気
」
で

あ
る
。

「
上
に
書
」
と
さ
れ
る
「
け
」
は
、
①
で
は
や
や
語
句
頭
例
が
多
い
も
の
の
、

『
悦
目
抄
』
を
通
じ
て
の
規
則
と
は
言
え
な
い
。

む
し
ろ
、
『
悦
目
抄
』
①
②
③
を
通
し
て
語
句
頭
使
用
例
が
多
い
の
は
、
記
述

の
無
い
「
気
」
の
仮
名
で
あ
る
。

「
上
下
を
不
分
」
と
さ
れ
る
「
遣
・
介
」
は
、
③
の
「
介
」
に
語
句
頭
例
が
比

較
的
多
い
も
の
の
、
「
け
」
「
希
」
と
大
差
は
無
い
。

「
下
に
不
書
」
と
記
さ
れ
る
「
希
」
は
、
三
本
と
も
「
下
」
に
書
く
例
が
多
い
。

右
の
ご
と
き
実
態
で
あ
り
、
仮
名
〈
ケ
〉
に
関
す
る
仮
名
文
字
遣
い
の
記
述
も
、

『
悦
目
抄
』
写
本
・
刊
本
内
部
で
、
ほ
と
ん
ど
守
ら
れ
て
い
な
い
。

四
、
結
び

本
稿
の
目
的
は
、
『
新
撰
仮
名
文
字
遣
』
よ
り
古
い
仮
名
文
字
遣
い
の
記
述
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
仮
名
文
字
遣
い
法
を
記
し
た
文
献
内
部
に
お
い
て
、

そ
の
仮
名
文
字
遣
い
法
が
実
践
さ
れ
て
い
る
も
の
か
否
か
を
調
査
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

対
象
文
献
と
し
て
『
悦
目
抄
』
を
選
び
、
室
町
時
代
の
写
本
二
本
と
江
戸
時
代

初
期
の
刊
本
一
本
に
お
け
る
仮
名
文
字
遣
い
の
記
述
を
確
認
し
、
『
悦
目
抄
』
三

本
内
部
の
仮
名
文
字
遣
い
の
実
態
と
比
較
し
た
。

結
果
は
、
右
に
記
し
た
と
お
り
、
〈
ホ
〉
〈
ン
〉
〈
ケ
〉
を
示
す
仮
名
の
範
囲
で

は
、
『
悦
目
抄
』
に
記
さ
れ
た
仮
名
文
字
遣
い
法
は
、
『
悦
目
抄
』
三
本
内
に
お

い
て
、
実
践
さ
れ
て
い
な
い
。

（
１
４
）

こ
れ
ら
三
音
節
の
仮
名
文
字
遣
い
に
つ
い
て
、
江
戸
初
期
書
写
の
亀
井
本
『
新

撰
仮
名
文
字
遣
』
に
「
上
」
「
下
」
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い
の
も
、
右
の
実
態
を
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反
映
し
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
、
本
稿
の
対
象
と
し
た
『
悦
目
抄
』
三
本
に
お
い
て
も
、
『
悦
目
抄
』

に
記
さ
れ
た
仮
名
文
字
遣
い
法
に
合
っ
た
書
写
が
な
さ
れ
た
音
節
も
存
す
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
述
べ
る
。

（
１
５
）

注（
１
）
安
田
章
「
仮
名
資
料
序
」
（
「
論
究
日
本
文
学
」

、
一
九
六
七
年
一
月
。
後
『
朝
鮮

29

資
料
と
中
世
国
語
』〈
一
九
八
〇
年
、
笠
間
書
院
〉
所
収
）
、
同
「
仮
名
文
字
遣
序
」（
「
国

語
国
文
」

（
２
）
、
一
九
七
一
年
二
月
。
同
「
仮
名
資
料
」（
「
国
語
国
文
」

（
３
）
、

40

41

一
九
七
二
年
三
月
。
後
、
上
論
文
と
と
も
に
、
『
仮
名
文
字
遣
と
国
語
史
研
究
』
〈
二

〇
〇
九
年
、
清
文
堂
〉
所
収
）
、
迫
野
虔
徳
「
定
家
の
「
仮
名
も
じ
遣
」
」
（
「
語
文
研

究
」

、
一
九
七
四
年
八
月
）
、
伊
坂
淳
一
「
藤
原
俊
成
の
用
字
法
・
試
論
（
二
）
：

37

昭
和
切
本
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
用
字
法
」（
「
千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
」

第
１
部

、
一
九
九
〇
年
二
月
）
、
同
「
藤
原
俊
成
の
用
字
法
・
試
論
（
三
）
：
顕
広

38

切
本
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
用
字
法
」
（
「
千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
」
第

１
部

、
一
九
九
一
年
二
月
）
、
同
「
藤
原
俊
成
の
用
字
法
・
試
論
（
四
）
：
日
野
切

39

本
『
千
載
和
歌
集
』
に
お
け
る
用
字
法
」
（
「
千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
」
第
１

部

、
一
九
九
二
年
二
月
）
、
矢
田
勉
『
国
語
文
字
・
表
記
史
の
研
究
』
（
二
〇
一
二

40
年
、
汲
古
書
院
）
第
七
章
、
土
肥
新
一
郎
「
江
戸
期
版
本
に
お
け
る
〈
し
〉
の
用
字

法

─
─
延
宝
五
年
板
『
平
家
物
語
』
を
資
料
と
し
て
─
─
」（
「
論
叢
国
語
教
育
学
」

第

号
（
二
〇
一
八
年
七
月
）
、
同
「
『
新
撰
仮
名
文
字
遣
』
の
「
か
し
ら
」
「
下
」

14
─
─
〈
か
〉
〈
し
〉
〈
つ
〉
〈
な
〉
の
変
体
仮
名
の
使
い
分
け
に
注
目
し
て
─
─
」
（
「
国

語
教
育
研
究
」
第
六
十
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）
、
な
ど
多
数
。

（
２
）
三
輪
正
胤
「
『
悦
目
抄
』
系
歌
論
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
（
１
）
」
（
「
国
語
国
文
」

―
59

７
、
一
九
九
〇
年
七
月
）
、
同
「
『
悦
目
抄
』
系
歌
論
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
（
２
）
」（
「
国

語
国
文
」

―
８
、
一
九
九
〇
年
八
月
）
、
遠
藤
和
夫
『
定
家
仮
名
遣
の
研
究
』
（
二

59

〇
〇
二
年
、
笠
間
書
院
）
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
書
は
、
『
仮
名
文
字
遣
』
『
新
撰
仮
名

文
字
遣
』
の
よ
う
な
仮
名
遣
い
・
仮
名
文
字
遣
い
の
専
書
で
は
な
い
。

（
３
）
①
書
陵
部
蔵
室
町
中
期
写
本
は
、
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
画
像
に
て

閲
覧
し
た
。
②
内
閣
文
庫
蔵
室
町
時
代
写
本
（
特

102-0011

）
は
、
原
本
を
調
査
し

た
。
③
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
刊
本
は
、
内
閣
文
庫
蔵
本
（
特

027-0007

）
の
公

開
画
像
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

な
お
、『
悦
目
抄
』
に
お
け
る
仮
名
文
字
遣
い
意
識
の
研
究
と
し
て
、
斎
藤
達
哉
「
悦

目
抄
と
そ
の
前
後
：
字
形
の
誤
認
識
と
用
字
意
識
の
誤
類
推
修
正
」
（
「
専
修
人
文
論

集
」

、
二
〇
一
五
年
三
月
）
が
有
る
。
こ
の
斎
藤

2015

は
、
『
悦
目
抄
』
諸
本
中

96

に
、
仮
名
文
字
遣
い
意
識
の
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
４
）
こ
の
意
識
が
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
写
本
・
版
本
に
お
け
る
仮
名
遣
い
の
多
様
な
あ
り

よ
う
、
定
家
仮
名
遣
い
の
不
徹
底
、
お
よ
び
契
沖
が
『
和
字
正
濫
鈔
』
を
ま
と
め
る

必
要
を
生
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
５
）
②
内
閣
文
庫
蔵
室
町
時
代
写
本
の
「
大
方
書
違
て
あ
し
か
る
へ
き
か
な
の
事
」
は
、

左
の
と
お
り
で
あ
る
。

上
に
か
ゝ
さ
る
「
こ
」
下
に
か
ゝ
さ
る
「
古
」
上
下
を
き
ら
は
す
書
事
も
あ
り

上
下
を
わ
か
す
可
書
「
に
・
尓
」

下
に
か
ヽ
さ
る
「
本
」

上
下
に
か
ヽ
さ
る
「
登
」

上
下
を
わ
か
す
可
書
「
と
」

下
に
か
ヽ
さ
る
「
加
」

上
下
を
わ
か
す
可
書
「
も
」

下
に
か
ヽ
さ
る
「
た
」

上
下
を
わ
か
す
可
書
「
堂
」
「
多
」

下
に
不
書
「
そ
」

上
下
を
わ
か
す
可
書
「
曽
」

下
に
か
ヽ
さ
る
「
つ
」

上
下
を
わ
か
す
可
書
「
徒
・
川
」

下
に
か
ヽ
さ
る
「
な
」

上
下
を
わ
か
す
可
書
「
奈
・
那
」

上
に
か
ヽ
さ
る
「
ん
」

下
に
か
く
へ
き
（
「
か
ヽ
さ
る
」
を
訂
正
）
「
む
」
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上
に
書
「
け
」

上
下
を
わ
か
す
可
書
「
遣
・
介
」

下
に
か
ヽ
さ
る
「
希
」

上
下
を
わ
か
す
書
へ
き
「
ふ
」

上
に
か
ヽ
さ
る
「
く
」

上
下
を
わ
か
ぬ
「
て
」

下
に
不
書
「
阿
」

上
下
を
わ
か
ぬ
「
あ
」

上
に
か
ヽ
ぬ
「
佐
」

上
下
を
わ
か
ぬ
「
さ
」

上
に
か
ヽ
ぬ
「
見
」
下
に
か
ヽ
ぬ
「
み
」

上
下
わ
か
ぬ
「
新
・
し
」

上
に
か
ヽ
ぬ
「
毛
」
上
下
わ
か
ぬ
「
も
」

こ
の
②
写
本
で
は
、
「
上
下
を
不
分
可
書
「
ほ
」
」
が
落
ち
て
い
る
、
と
解
釈
し
た
。
ま

た
、「
下
に
か
く
へ
き
（
「
か
ヽ
さ
る
」
を
訂
正
）「
む
」
」
は
、「
上
に
か
ヽ
さ
る
「
ん
」
」

の
記
述
と
対
照
さ
せ
る
た
め
に
は
、
訂
正
前
の
「
下
に
か
ヽ
さ
る
「
む
」
」
が
本
来
の

形
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
③
刊
本
で
は
、
本
文
中
に
記
し
た
〈
ホ
〉
以
外
に
、
〈
サ
〉
の
記
述
内
容
も

異
な
る
。

（
６
）
た
だ
し
、
「
い
ろ
は
歌
」
を
記
し
た
部
分
、
仮
名
そ
の
も
の
に
つ
い
て
記
し
た
部
分

は
、
除
外
す
る
。
以
下
同
。

仮
名
そ
の
も
の
に
つ
い
て
記
し
た
部
分
と
は
、
「
こ
の
み
可
讀
（
好
み
可
読
）
文
字

七
あ
り

き
は
め
て
や
さ
し
き
字
也

し
も
よ
の
や
み
む

是
也
」
の
「
し
も
よ
の

や
み
む
」
や
、
「
人
丸

貫
之
は

む
文
字
は
た
く
み
に
き
こ
ゆ
る
と
云
也
」
の
「
む

文
字
」
な
ど
を
指
す
。

（
７
）
た
と
え
ば
、『
日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』
は
、「
か
た
ほ
と
り
【
片
辺
・
偏
辺
】
」

を
見
出
し
語
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
を
一
語
と
採
り
、
「
ほ
」
は
語
中
の
使
用
例

と
し
た
。
し
か
し
、
「
か
た
ほ
と
り
」
を
一
語
と
認
め
な
け
れ
ば
、
「
か
た
」
と
「
ほ

と
り
」
の
二
語
と
な
り
、
「
ほ
」
は
語
頭
の
使
用
例
と
な
る
。

ま
た
、『
日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』
は
、「
こ
の
ほ
か
」
を
見
出
し
語
と
し
な
い
。

そ
の
た
め
、
「
ほ
」
は
、
一
語
「
ほ
か
」
に
お
け
る
語
頭
使
用
例
と
認
定
し
た
。

こ
の
よ
う
な
単
語
認
定
法
の
相
違
に
よ
っ
て
、
語
句
頭
と
非
語
句
頭
と
が
異
な
る
例

は
少
な
く
、
本
調
査
の
結
果
が
こ
れ
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
。

（
８
）
注
（
１
）
伊
坂

1990

。
〈
ホ
〉
の
語
句
頭
に
お
け
る
割
合
を
勘
案
す
る
と
、
「
本
」

は
語
句
頭
に
集
中
す
る
仮
名
字
体
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。

（
９
）
注
（
１
）
伊
坂1991

、
同1992

で
も
同
様
で
あ
る
。

（

）
注
（
１
）
諸
論
は
じ
め
、
矢
田
勉
『
国
語
文
字
・
表
記
史
の
研
究
』
一
一
五
頁
と
そ

10
の
注
に
掲
げ
ら
れ
た
諸
論
考
、
参
照
。

（

）
「
い
ま
し
む
」
「
い
む
」
「
つ
ヽ
し
む
」
「
と
が
む
」
「
は
ぐ
ヽ
む
」
「
な
だ
む
」
な
ど

11
の
「
む
」
で
終
わ
る
動
詞
と
助
動
詞
「
し
む
」
は
、
音
便
形
で
な
け
れ
ば
「
む
」
と

書
く
し
か
な
く
、
こ
れ
ら
の
語
に
、「
下
に
不
書
「
む
」
」
の
規
則
は
適
用
で
き
な
い
。

（

）
②
の
「
む
」
表
記
例
一
例
は
、「
け
う
ま
む
（
驕
慢
）
」（
五
七
ウ
８
）
、
③
の
一
例
は
、

12
「
そ
む
（
存
）
し
」
（
一
三
ウ

）
で
あ
り
、
と
も
に
ｎ
韻
尾
を
「
む
」
で
書
い
た
例

11

で
あ
り
、
「
む
」
表
記
に
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

（

）
他
の
音
節
同
様
、
付
属
語
を
算
入
す
る
と
、
左
表
の
数
と
な
る
。

13
①
書
陵
部
蔵
室
町
中
期
写
本
（

函

号
）

150

734

語
句
頭

非
語
句
頭

計

け

４
例

例

例

32

36

遣

５
例

例

例

41

46

介

３
例

例

例

103

106

希

２
例

例

例

17

19

気

４
例

５
例

９
例

計

例

例

例

18

198

216
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②
内
閣
文
庫
蔵
室
町
時
代
写
本
（
特102-0011

）

語
句
頭

非
語
句
頭

計

け

２
例

例

例

82

84

遣

１
例

２
例

３
例

介

１
例

例

例

50

51

希

１
例

例

例

21

22

気

例

例

例

12

42

54

計

例

例

例

17

197

214

③
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
刊
本

語
句
頭

非
語
句
頭

計

け

６
例

例

例

72

78

遣

２
例

例

例

38

40

介

例

例

例

13

96

109

希

０
例

４
例

４
例

気

１
例

２
例

３
例

計

例

例

例

22

212

234

（

）
従
来
の
仮
名
文
字
遣
い
研
究
は
、
対
象
文
献
に
こ
の
よ
う
な
仮
名
文
字
遣
い
が
実
践

14
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
報
告
と
そ
の
理
由
の
解
釈
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
報
告
さ
れ
た
音
節
以
外
に
、
対
象
文
献
内
に
仮
名
文
字
遣
い
が
見
ら
れ
る

も
の
か
ど
う
か
は
、
不
明
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
を
探
る
検
討
が
な
さ
れ
た
も
の

か
否
か
も
、
論
文
記
述
の
範
囲
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
本
稿
は
、〈
ホ
〉〈
ン
〉

〈
ケ
〉
を
示
す
仮
名
に
つ
い
て
、
『
悦
目
抄
』
に
記
さ
れ
た
仮
名
文
字
遣
い
法
と
『
悦

目
抄
』
三
本
に
お
け
る
実
際
の
仮
名
文
字
遣
い
と
が
不
一
致
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し

た
も
の
で
あ
る
。

（

）
注
（
１
）
土
肥

2019

が
対
象
と
し
た
、
亀
井
本
『
新
撰
仮
名
文
字
遣
』
江
戸
時
代

15
初
期
写
本
の
仮
名
文
字
遣
い
に
関
す
る
記
述
と
同
じ
仮
名
文
字
遣
い
が
『
悦
目
抄
』

に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
〈
カ
〉
〈
ツ
〉
〈
ナ
〉
で
あ
る
（
〈
シ
〉
は
、
『
悦

目
抄
』
が
「
志
」
を
採
り
上
げ
ず
、
「
し
」
も
「
上
下
不
分
」
と
す
る
）
。
こ
の
三
音

節
の
『
悦
目
抄
』
三
本
に
お
け
る
仮
名
文
字
遣
い
の
実
態
報
告
は
、
別
稿
と
す
る
。

（
広
島
大
学
）




